









は、2020年 3月からおよそ 3 か月間にわたって休校措置をとった。ただし、幼稚園、保育所、こども
園については、当初の「一斉休校要請」の対象になっていなかったことから、管轄する自治体、部署







































その後、4 月 7 日に緊急事態宣言が出され、5 月 6 日までの外出自粛が求められ、さらに緊急事態





に許可を得ている。幼稚園は、区の教育委員会の方針に従い、3 月 2 日から春季休業開始まで臨時休
園に入った。この間に予定されていた行事はほぼ全面的に中止になったが、修了式（卒園式）は、卒
園児と保護者参加で実施することができた。
4 月 7 日の始業式は、園庭にて10分間に限り、付き添いの保護者を 2 名までに制限して行われた。
翌、4 月 8 日の入園式も同様の制限の下で実施した。その後は、4 月 7 日の緊急事態宣言発令にあわ
せ、東京都が都立学校を臨時休業とすることを発表したことを踏まえ、A幼稚園も 5 月31日まで、休
園となる。
5 月25日に、予定よりやや早く緊急事態宣言が解除され、幼稚園は 6 月 1 より、分散登園（学級の
半分以下の幼児数とし、一日おきの登園）を開始する。




























































本園は、定員60名で、産休明けの 0 歳児から、就学前までの幼児を預かっている。2020年 4 月 1 日
に新規開園したばかりであり、開園直前からCOVID-19の感染が急激に拡大し、子どもや、保護者と
の関係を築く間もなく、登園自粛を呼びかける事態となった。
当初、COVID-19は、子どもには感染しにくい、悪化しにくいと言われていたが、4 月 1 日に 0 歳児
の感染事例が確認され、また、4月7日には「緊急事態宣言」が発令されたことから、開園と同時に、
登園自粛が呼びかけられ、可能な限り家庭保育を要請するという状況であった。さらに、5 月 4 日の
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